
様 式 Ｃ－７－１ 

平成２２年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 

1. 機 関 番 号 ３ ２ ６ ０ ４ 2. 研究機関名 大妻女子大学

3. 研 究 種 目 名 若手研究（B） 4. 研究期間 平 成２１年 度  ～  平 成２３年 度 

5. 課 題 番 号 ２ １ ７ ３ ０ ４ ６ １

6. 研 究 課 題 名 福祉社会形成におけるボランティア受け入れ組織の競争と協調のあり方に関する研究 

7. 研 究 代 表 者

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所 属 部 局  名 職 名

タカギ ヒロユキ
６ ０ ４ ４ ５ １ ８ ７

高木 寛之
人間関係学部 助教 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職 名

9. 研究実績の概要

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。

ボランティアを受け入れる組織の，ボランティア確保の困難性に着目し，協創という視点から組織間のボランティ

ア確保のあり方を明らかにすることが目的である．平成２１年度はこれらの目的を明らかにするために市民活動団体

代表者への調査を実施した．当該年度はこれらの調査結果の分析を行った。また、次年度実施予定の追跡調査の調査

票の作成を行った。

団体への調査結果からは、市民活動団体と中間支援組織との現在・過去における関係の取り方や各団体が抱えてい

る課題や他組織との関係について明らかにした。このなかで、市民活動団体の組織の運営方法、ボランティア受け入

れの仕組みの有無や受け入れ状況が良好な団体においては同業種や分野ではない他組織との共同事業や情報の共有が

おこなわれている傾向が確認された。これらの組織の運営方法の特徴としては目標に向かってトップダウン型の運営

を行うのではなく、緩やかな目標設定のもとで構成員の意見が反映される形の運営を行っていた。ボランティアを受

け入れが円滑に進んでいる組織においては、ボランティアの持つネットワークから外部との情報共有が促進され他組

織との間につながりや連帯が生まれていた。このことから、ボランティア確保のあり方は福祉社会を形成する上で重

要視されている人々のつながりや連帯といったキーワードと関係があると考えられた。この内容については学会を通

じて成果の発表を行った。 

これらの調査結果を踏まえて、最終年度実施する追跡調査のアンケート票を作成した。

10. キーワード

　(1)　ボランティア (2)　市民活動 (3)　中間支援組織

(4)　福祉社会 (5)　マネジメント (6) 

  (7) (8)  (裏面に続く) 


